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初詣で誓い新たに！ 

 

“先生
せんせい

、大石
おおいし

内蔵
く ら の

助
すけ

の漢字
か ん じ

が違
ちが

っていました。学習者
がくしゅうしゃ

は熱心
ねっしん

にメモしていましたよ！” 
 発足
ほっそく

直後
ちょくご

のひろばに志願
し が ん

参加
さ ん か

の頃
ころ

、同時
ど う じ

に通
かよ

っていた H大留学生
だいりゅうがくせい

センターでのビジターセッション

中
ちゅう

の事
こと

だった。セッションの前半
ぜんはん

は、学習者
がくしゅうしゃ

と支援者
しえんしゃ

との、適切
てきせつ

なペアリングの準備
じゅんび

に、全員
ぜんいん

で作業
さぎょう

を

していた。“尊敬
そんけい

する人物
じんぶつ

”との設問
せつもん

に、小生
しょうせい

が出
だ

した答
こた

えを、（小生
しょうせい

の半分
はんぶん

程
ほど

の）若
わか

いコーディネー

ターが、黒板
こくばん

に書
か

いて下さった字
じ

のことだった。何
なん

となく違和感
い わ か ん

を覚
おぼ

えながらも、修正
しゅうせい

出来
で き

ないまま

終
お

えた後
あと

の、支援者
しえんしゃ

反省
はんせい

ミーティング席上
せきじょう

での、他
た

の支援者
しえんしゃ

からの指摘
し て き

だった。 
養成
ようせい

講座
こ う ざ

で肝
きも

に銘
めい

じた筈
はず

の、｢ボランティアと謂
い

えども…｣、のお教
おし

えが脳裏
の う り

に浮
う

かんだ。 
遥
はる

か 遡
さかのぼ

って 1973年
ねん

頃
ごろ

、米
アメリカ

出 張
しゅっちょう

からの帰途
き と

、

日本
に ほ ん

を初訪問
はつほうもん

する、ファーストクラス搭乗
とうじょう

の米

顧客
こきゃく

夫妻
ふ さ い

に招
よ

ばれて、自席
じ せ き

（当然
とうぜん

エコノミー）から

ノコノコ出向
で む

いた駆
か

け出
だ

しの商社
しょうしゃ

マンへの、 
Q：“日本

に ほ ん

で一番
いちばん

人気
に ん き

のあるリゾートは何処
ど こ

です

か？”。 
A：“……？” 

リゾートという言葉
こ と ば

すら耳慣
み み な

れない、日夜
に ち や

全国民
ぜんこくみん

が貴重
きちょう

な外貨
が い か

稼
かせ

ぎに汗
あせ

していた、１ﾄﾞﾙ=300円
えん

の時
じ

代
だい

、

やっと思
おも

い浮
う

かんだのは、｢熱海
あ た み

｣。果
は

たしてリゾートといえるのか？ 
15年後
ね ん ご

、NY赴任
ふ に ん

に当
あ

たり、真
ま

っ先
さき

に詰
つ

め込
こ

んだ荷物
に も つ

は、『日本
に ほ ん

の歴史
れ き し

、全
ぜん

20数巻
すうかん

』と『日本
に ほ ん

詳細
しょうさい

地図
ち ず

』

だったことは、いまだに記憶
き お く

に新
あたら

しい。 
｢日本人
にほんじん

の先生
せんせい

（支援者
しえんしゃ

）から学
まな

んだ、日本
に ほ ん

（語
ご

）のことは、絶対
ぜったい

！｣、と学習者
がくしゅうしゃ

は信
しん

じている筈
はず

。 
歌舞伎
か ぶ き

も、浄瑠璃
じょうるり

も、一度
い ち ど

は実見
じっけん

するぞ、との願
ねが

いもいまだ果
は

たせず、クリスマス会
かい

のスピーチ大会
たいかい

で、自国
じ こ く

や自国
じ こ く

の文化
ぶ ん か

・風習
ふうしゅう

について、確信
かくしん

をもって話
はな

してくれる、年
とし

若
わか

い学習者
がくしゅうしゃ

の前
まえ

で、小さくな

っている自分
じ ぶ ん

を、戒
いまし

め、鼓舞
こ ぶ

する日々
ひ び

である。                 （竹
たけ

中興
なかこう

時
じ

） 
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昨年
さくねん

もみなさんのおかげで、学習
がくしゅう

支援
しえ ん

のほかに色々
いろいろ

な催事
さい じ

を開
ひら

くことができました。後期
こうき

に行
おこな

われた行事
ぎょうじ

を、写真
しゃしん

を中心
ちゅうしん

に報告
ほうこく

しましょう。ここで紹介
しょうかい

できなかった写真
しゃしん

はWEBサイトでもご覧
らん

になれますので、

楽
たの

しんでください。 

★その 1 第
だい

5回
かい

BBQ パーティー 2004年
ねん

10月
がつ

31日
にち

・芦屋
あし や

奥
おく

池
いけ

遊
あそ

びの広場
ひろ ば

 

 天気
てん き

予報
よほ う

を気に

しながらも当日
じつ

は

何とか晴れ、総勢

76 名の参加で、食
た

べて飲
の

んで遊
あそ

んで、

楽
たの

しく交流
ゅう

でき

ました。特に場所

取
と

りや焼
や

きかたな

ど、学習者ががんばってくれました。 

き

とう

なん は そうぜい

さ ん か

こうり

とく ば し ょ

がくしゅうしゃ

。 

い浮かべられるような説明が大切）。 

●身近にある視覚的なチラシなどの小道具も積極的に使うとよい。 

★その 2 ステップアップ講座
こうざ

 2004年
ねん

10月
がつ

30日
にち

～11月
がつ

27日
にち

（計
けい

5回
かい

） 

◎前年同様、2004年も 10月 30日から 11月 27日の毎土曜日（全 5回）、京都民際日本語学校の岡田裕子先生と神戸YMCA

カレッジの西ノ原麗子先生を講師に迎えて、『みんなの日本語Ⅱ』28課～32課の指導について学びました。 

「にほんごひろば岡本」以外の方も含め延べ 76名の支援者が参加しました。基本にたち戻ってテキストの『みんなの日

本語』の構成の説明もありました。講師の説明のあと、受講者同士で例文

を作り合って、活発なディスカッションがかわされました。例文作成もと

きどき脱線しながらの楽しい時間でした

『みんなの日本語』は初級向きのテキストですが、同じような文型であっ

ても色々な状況で違う言い方もあるなど、より深く考えたりもしました。

中級者にも対応できるような状況についても例文を通して話し合い、実の

ある講座になりました。5回通しての共通のポイントは以下のようなもので

した。 

●身近な状況の例文を作る。 

●会話形式の練習も場面設定を分かりやすくする（学習者が場面を思
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講師のお話の中で印象に残ったひと言がありました。 

「

テップアップ講座を予定しています。みなさまの参加をお待ちしています。 

★

はくっていますが）で、まず私自

身

りしゃべれる)に確認したところ、検定試験合格までのレベルが希望で私が

プ

れる場面をたくさん設定してお互いの会話を通して

そ

本語の複雑さを実感しました。また、迷回答、珍プレイが続出して非常になごやかで楽し

い

ました。さすがに「にほんごひろば岡本」の先輩諸

氏

今後とも研修には是非参加させてい

た

メージ

で

しまいました。        （宮武寿美雄） 

★

きださないままうやむやにして

きたのですが、今回その答えがおぼろげながら見えたような気がします。 

教科書を教える」のではなく「教科書で教える」ことに心掛けましょう・・・ 

2005年も日時等は未定ですが、ス

以下、受講者の感想 2題です。 

「2004 年度ステップアップ講座を受講して」その① 

私は昨年 9 月にひろばに参加させていただいたばかりの新人（かなり年

の研修が必要と思っていたのでまさにタイミングの良い講座でした。 

講義の冒頭、岡田先生が「教える前に学習者のニーズと目標(何のためにどのレベルまで)を確認しておくこ

と」とおっしゃいました。確かに、「日常の会話がスムースに出来ればいい」、「新聞や書物が自由に読めるよ

うになりたい」、さらには「検定試験合格を目指している」などなど学習者それぞれの目標によって教える範

囲、レベルを確認しておくことは基本的に重要なことだと思いました。後日早速私の担当しているタンさん

(ベトナム人、男性・・すでにかな

レッシャーを感じています。 

初めて受けた研修で感心させられることが多かったのですが、まず、ある言葉を理解してもらうのに、こ

ちらから一方的に説明するのではなく、その言葉の使わ

の言葉の意味を学習者がイメージするという方法。 

研修では学習者との会話を想定したロールプレイや文例の作成をたくさん行いました。 

ロールプレイではこの言い方は出来る、いや出来ないと日本語でありながら我々にも見解の異なる例も多

く、あらためて日

授業でした。 

さらに我々が学校で習う国語教育と異なり、日本語教育用の独特の用語分類（例えば、辞書形、て形、ま

す形などなど）が出てきました。私にとっては初めての言葉でした

が、こういう具合に言葉の変化形を整理し纏めれば理解しやすいと

言うことも知り

、諸嬢（？）は良く知っておられて感心しました。 

今、私に一番欠けているのはこのような「教えるための定石」的

な知識、技術だと思いますので

だきたいと思っています。 

また、反省点の一つとしては教材の『みんなの日本語』を読んだ

ことがなかったので第 28 課～32 課以前の内容が判らずこの課を教える時点での学習者のレベルがイ

きなかったことです（次回は前もって読んでおきます）。 

最後にロールプレイ中に飛び出した文例の秀作を１点ご紹介します。 

第 29課で「・・してしまいました」の例文作成で私の隣のＸさんが「わたしは既に遺書を書いてしまいまし

た」これには私も思わず「それでは葬儀場も決めてしまいましたか」。そこからみんなで葬儀の形式から、料

金、散骨まで話はどんどん脱線。これには先生もまいって

「2004 年度ステップアップ講座を受講して」その② 

このような講座を受けていつも思うこと―私はかつて日本語を習ったことがない！日本語を習ったことが

ないものが人に日本語を教えることが果たしてできるのか？―この答えを導
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それが「はい」でも「いいえ」でもないのが私としては潔くなくて嫌なのですが、だから今までうやむや

にしてきたのでしょうけど……、一言でいうと、それは人によって違うということになります。私の場合、

それは限りなく「はい」に近いのですが、人によっては絶対に「いいえ」や！とおっしゃる方もあるでしょ

う。日本語を習いもせずに、教授法も会得せずに、人に日本語を教えられるか？「はい」という私にとって

日本語とは今もって未知なる領分を抱えるワクワクするものに他ならず、その領分をつっつかれたときのワ

クワクというかドキドキは、ウ～ンと頭を抱えてのた打ち回らなければならないこともしばしばなのですが、

同時にそれは日本語を教える醍醐味でもあるのです。こんないい加減な私にその醍醐味を味わえる至福の時

を与えて下さっているにほんごひろば岡本に感謝しています。「人によって違う」などという大それた答え

を導き出せたのは、今回の講師の先生方が私たちに考えたりお互いに討論をする時間を与えて下さったから

なのです。ありがとうございました。                         （古瀬尚子） 

★その 3 年忘
としわす

れクリスマスパーティー 2004年
ねん

12月
がつ

19日
にち

 

2004年
ねん

のクリスマス会
かい

は例年
れいねん

より少
すこ

し早
はや

く 12月
がつ

19日
にち

に開
ひら

かれました。 

参加者
さんかしゃ

は支援者
しえんしゃ

、学習者
がくしゅうしゃ

やその家族
かぞ く

や友達
ともだち

も含
ふく

めると総勢
そうぜい

51名
めい

の

大
おお

賑
にぎ

わいのパーティーになりました。パーティーは竹中
たけなか

サンタと

宮武
みやたけ

サブサンタの登場
とうじょう

で始
はじ

まり、西村
にしむら

ピンクサンタの開会
かいかい

宣言
せんげん

へと

続
つづ

きます。前日
ぜんじつ

からツリーなどで部屋
へ や

を飾
かざ

り、例年
れいねん

に劣
おと

らぬたくさ

んの食
た

べ物
もの

、飲
の

み物
もの

、果物
くだもの

、何
なん

種類
しゅるい

ものケーキなどを支援者
しえんしゃ

の方々
かたがた

が

用意
よう い

してくださいました。立食
りっしょく

でしたが、みなさんお皿
さら

いっぱいの

ご馳走
ちそう

を片手
かた て

に楽
たの

しく懇談
こんだん

していました。この日
ひ

が初
はじ

めての支援者
しえんしゃ

や故郷
ふるさと

を遠
とお

く離
はな

れて異国
いこ く

で暮
く

らしている学習者
がくしゅうしゃ

が楽
たの

しくお話
はなし

して

いるのを見
み

ると、古瀬
ふる せ

さんの手
て

によって黒板
こくばん

に飾
かざ

られていた「世界
せかい

は

一
ひと

つ」のイラストが実感
じっかん

でき、胸
むね

が熱
あつ

くなりました。 

歓談
かんだん

の最後
さい ご

は山口
やまぐち

禎子
よし こ

さんによるケーナ（南米
なんべい

の楽器
がっ き

）の演奏
えんそう

、これまた感動的
かんどうてき

で、教室
きょうしつ

全体
ぜんたい

をおおらか

な気持
き も

ちにしてくださいました。続
つづ

いて、恒例
こうれい

になりつつある学習者
がくしゅうしゃ

によるスピーチ大会
たいかい

です。今回
こんかい

は4
よ

人
にん

の

参加
さん か

でした。 

まず、韓国
かんこく

出身
しゅっしん

の金
キム

 智
ジ

秀
スー

さん。現在
げんざい

神戸
こう べ

の真珠
しんじゅ

の会社
かいしゃ

に就 職
しゅうしょく

してい

る彼女
かのじょ

のスピーチはずばり「真珠
しんじゅ

」です。スピーチの最中
さいちゅう

にも真珠
しんじゅ

に関
かん

す

るパンフレットや貝
かい

の見本
みほ ん

などを回
まわ

して、とても力
ちから

のこもったものでした。

色々
いろいろ

な真珠
しんじゅ

があり、ＴＰＯに合
あ

わせてもっと女性
じょせい

の身
み

を飾
かざ

って欲
ほ

しいとの

ことでした。特
とく

に男性
だんせい

に勉強
べんきょう

してくださいと、女性陣
じょせいじん

にとってはありがた

い話
はなし

もありましたよ。 

 次
つぎ

に中国
ちゅうごく

出身
しゅっしん

の沈
チン

 連
レン

俊
シュン

さん。彼
かれ

のスピーチは「日本
にほん

語
ご

の特徴
とくちょう

」です。敬語
けいご

の使
つか

い方
かた

な

ど日常
にちじょう

の失敗談
しっぱいだん

もまじえて、

日本語
に ほ ん ご

をもっと勉強
べんきょう

して、

日本
にほ ん

と中国
ちゅうごく

の文化
ぶん か

の交流
こうりゅう

に努
つと

めたいと心強
こころづよ

い言葉
こと ば

で閉
し

めくく

ってくれました。 
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次
つぎ

はベトナム出身
しゅっしん

のラムくんです。彼
かれ

のスピーチは「ベトナムのクリスマ

ス」でした。ベトナムは雪
ゆき

が降
ふ

らないので、クリスマスの雰囲気
ふ ん い き

を出
だ

すために

白
しろ

い紙
かみ

を細
こま

かくして、それを撒
ま

くそうです。たくさんの人
ひと

の前
まえ

で話
はな

すのは初
はじ

め

てなのに、とてもりっぱなスピーチでしたよ。 

次
つぎ

もベトナム出身
しゅっしん

のヴィンさんです

でした。日本人と間違えられ、おばあ

さんに道をたずねられた時
とき

のことな

ど楽しく話してくださいました。 

最後のスピーチは韓国 出身 の

鄭  仙
チョン ソン

。彼
かれ

の話
はなし

は「ぼくって日本人……？」
にほんじん ま ち が

みち

たの はな

さ い ご かんこく しゅっしん

京
ギョン

さん。「国際
こくさい

結婚
けっこん

」というテ

ー
にほ んじん う く おも

わたし お ろ

と い いじゅ

し
んじん りゅうがく せ わ げ ん ち し え ん

ぬ か だ か こ と ば こっきょう

ここ こ

こんかい

ス会
かい

はたくさんのゲームを楽
たの

しみました。伝言
でんごん

ゲ

ー
しわた も

あ かく ばんとくてんすう ひく たの ばつ に に ん ば お り

ま ゃ の わら

さ い ご てんまつ ひと

。学習者
がくしゅうしゃ

の出身
しゅっしん

国歌
こっ か

のＣＤを準備
じゅんび

していたのですが、ＣＤプレーヤーの

調
ちょ る かっこく がくし きょく うた き

い

ャンバラゲーム→ 

マで、日本人のご主人
しゅじん

の家族
かぞ く

との楽
たの

しい交流
こうりゅ

や韓国
かんこく

の家族
かぞ

との思

いなど私たちには推し量
はか

れない心
ここ

のうちを話
はな

してくれました。 

飛び入りのスピーチもありました。現在
げんざい

ニュージーランドに移住
う

て、日本人
にほ

の留学の世話や現地の人
ひと

に日本語
に ほ ん ご

支援をされている

額田さんです。彼
れ

は、4
よ

人
にん

のスピーチを聞
き

いて感動
かんどう

され、「言葉は国境

を越
こ

えられないかもしれないけど、心
ろ

は越えられる」と言葉
ことば

を残
のこ

し

てくれました。 

今回のクリスマ

ム、箸渡
は

しゲーム、チャンバラゲーム、いす取
と

りゲームととても盛

り上がりました。各ゲームともチームプレーで一番
いち

得点数の低かったチームは楽しい罰ゲーム（二人羽織）

が待っていました。写真
し しん

をたくさん載せましたので、笑ってください。 

最後にパーティーの顛末を一つ

子
うし

が悪
わ

く、各国の学習者
ゅうしゃ

にアカペラで歌
うた

っていただきました。オリンピックでも曲だけなのに歌まで聞け

て、最高
さ こう

でした。 
 

チ

 

 

 

女性陣
じょせいじん

のいす取
と

りゲーム。→ 

 

 

 

竹中
たけなか

サンタさんの応援
おうえん

にも力
ちから

が入っています 

じん と

はい

 

←男性陣
だんせい

のいす取りゲームは

壮絶
そうぜつ

です。結果はいかに？ 

 

け っ か
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罰 ゲ ー ム は 日本 の 伝統

芸能
いのう

・二人
にに ん

羽織
おり

です。皆さん

ばつ に ほ ん でんとう

げ ば みな

た

べられま

 みんなのひろば  

うまくバナナを食

したか？ 

 

 

 

 

 

 

 

前号でご紹介しました嶋内さんから ろばにク

リスマス便りが届きました。嶋内さん にもいろ

い なことがあったようです。今号にも彼のアドレ

ス

があったようですね。このクリス

マ による津波で数万人の死

者

、

、この「マニラ便り」もご無沙汰

し

、

。

理

う雰囲気は無さそうです。 

 

30 日 31 日には、カウントダウンのイベントが色々あるよう

ですが・・・。 

3 日からですが。休日は、24 日 25 日

（ク

勤日ということです……。一般

の学校は 12 月中旬から休みに入っていますが、新年は 1

月

スがありますが・・・。（激悲） 

。

であったり、学校

で

派

担当する予定ではなかったのですが、色々あって、私が担

、ひ

の身

ろ

を記しますので、便りを返してあげてください。 

★12 月号 

皆様 お元気でしょうか。 

日本は例年になく、たくさんの台風が通過し、新潟他で

地震も相次ぎ、かなりの被害

スには、インドネシア沖の地震

が出たとのこと。自然災害の脅威を、改めて感じた一年

でもあったように思います。 

私は、といいますと、マニラでの生活が８カ月を過ぎ、現在

海外長期滞在記録を更新中。日々、全てを楽しんでいま

すが、ホームページの更新も

ていまして、約３カ月ぶり、のようです。ホームページは更新

できていません……。休みの日は、友達や生徒とショッピン

グに行ったり、映画を観たり、カラオケに行ったり、と、エンジョ

イしていて、更新できていないのもあるのですが……。仕事

はあれこれと、相変わらず多忙の毎日を送っています。 

クリスマス・お正月は、どんな風に過ごされましたか？今回

初めての海外でのクリスマス＆新年なので、フィリピンのクリス

マスを楽しもう、と思っていましたが、そうもいきませんでした

由はあとで……。 

それに、こちらの新年は 1日のみ休みなので、お正月とい

通常二日から、いつも通り会社も学校も始まるらしいで

す。今年はこよみ上、

リスマス）と 30 日 31 日そして 1 月 1日で、それ以外は

Office Day です。つまり、出

3 日（今年は）からだそうです。我がラーニングセンターは、

30 日までクラ

何が忙しいのか、あっという間に月日が過ぎていきますね

毎回同じことを書いているような気もしますが……。（笑） 

新しく日本語コースを始めたい、という話がいろいろあるの

ですが、なかなか進展しない、というのが実情です。我がラー

ニングセンターでも、もちろんコースを開けているのですが、う

ちのトップは教師を派遣して、マニラのあちらこちらで日本語

コースをオープンしようと考えています。企業

あったりするわけですが、自前で教室を各地にかまえるの

はコストが掛り過ぎますからね。で、提携を結んで、教師を

遣するというわけです。場所は先方持ちでね。そういったと

ころへの、プレゼンテーションや資料作りなども、私の仕事に

含まれているわけです。 

大学教授？ 

春から話を進めていたある大学で、いよいよ 11 月から日

本語コースがオープンしました。フィリピンの大学もほとんど 2

学期制で、その後期のみの開講なのですが、単位には関

係のない特別コースです。当初、アレンジのみで私が教授
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当することになりました。週に一度だけですが、Professor と

呼ばれています。（爆） 

日本語能力試験 

・手術 

、、と思っていたんで

す

、3

ホントに痛くてたまらなくなり、20 日（月）に病

院

ない』と、言われてしまいました。 

ま即、入院しました。

手

、『おめでたい』の

で

です。 

良い年でありますように！ 

 

術は翌日午後に決まり、手術をはさんで、入院してから

丸3日間、激痛と闘いました。これほどの痛みがあるのか、と

いうくらい痛くて、ツライ 3 日間でした。日本の医療体制と違

い、手術をしてもだいたい 4～5 日で退院するようで、私も４

泊５日の入院でした。結局、一度も病院食を食べませんで

した。（笑）ずっと絶食でしたし、食べてもいいという許可をも

らったと同時に退院してもいい、と退院許可も出たんです。

その午後に退院するように準備していたんですが、柔らかい

ものから、と医者に言われているのに、昼ごはんの病院食は

普通の食事が来るんです。日本のように、重湯なんて出な

いんです。（爆） 食べられない。っつ～の。（悲）で、その退

院した日が、クリスマスイブ２４日でした。 

本当なら、友達と街に繰り出して、クリスマスを楽しむはず

が……。自宅療養の始まりの日になりました。（悲）日々、

痛みは和らぎ、回復に向かっている最中です。 

本厄・後厄 

本厄の年には肝炎で 40 日入院、後厄の今年は、最後

の最後に胆石で入院手術。厄年に重なったのも、何かの因

果かも知れませんが、2005 年以降はきっと良いことがある 

と願っています。いつもポジティブな嶋内は

12 月 5 日（日）には、年に一度の『日本語能力試験』と

いうものが行われ、私が教えた生徒も受験しました。結果は

3 月にならないと解らないのですが、感触を聞いてみても、 

合格していることを願っている。といった返事しか返ってきませ

ん。ギリギリの時間で最低限の内容しか教えられていないの

で不安ですが、『サクラサク』という吉報を待ちたいと思いま

す。 

Bicol （ビコール） 

来年 1 月からは、マニラのあるルソン島の最南端 Bicol 

（ビコール）地方で、地方政府の元で日本語コースを設ける

という計画も決まっていて、私に行って欲しいという依頼を受

けています。私には新しい経験なので行きたいのですが、こ

のコースは 1 年契約で、私個人の契約が 4月までなので、

その調整さえできれば、ビコールに行きたいと思います。 

入院

クリスマス前には、メールをしなくては、

が、12 月に入り来年度の準備などで、バタバタしているう

ちに半月が過ぎ、新しいクラスがオープンしたので、これまた

バタバタしていると、何だかお腹の調子が…。痛みがある…

…。 

去年、肝炎を患った時のように、胃が圧迫されているよう

な痛み。これはヤバイ。痛かったり、治まったり、だったのが

しょうか？（爆） 

 

写真は介護の学校の日本語クラス最終日のもの

日くらいして、

へ連れていってもらいました、検査の結果、『すぐに手術が

必要』と言われてしまいました。言葉が不充分なので、説明

にも困るし、外国で手術というのに、とても不安を感じた瞬

間でした。日本に帰るのは可能か、と聞いたのですが、『保

証でき

病名は、胆石。もう数年前から石があるのは知らされてい

たし、石が動いたり、動いたことによって炎症を起こしたりする

と、激痛を伴うというのも聞かされていました。しかし、まさか

今それが起こっているとは、すぐには信じられなかったんです。

しかし、事実なので受け入れるしかなく、胆石による痛みは、

すぐに処置が必要、というのも聞いていましたから、選択の

余地はないと思い、即刻、手術を承諾しました。その後、心

電図やレントゲンなどの検査をし、そのま

２００５年が

Ａ Ｈａｐｐｙ Ｎｅｗ Ｙｅａｒ！           嶋内 拝

 

嶋内 悟さんの連絡先 

Email : satoru1201@kcc.zaq.ne.jp   

URL : http://www.kcc.zaq.ne.jp/shima_s-cafe/ 
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■お知
し

らせ■ 

品展」が芦屋の「ギ

絵

たものです。日本語ボランティアの仲間としてお付き合いをさせて頂いた私

にとって、それは「未知なる幹子さん」との出会いの場であり、新鮮な驚き

の

な感性に溢れた数々の作品は、幹子さんを失った悲しみをあ

ら

ーヨーク・セントラルパークの写真をそっと届けてくださいま

し

もよろしく

ね

 

〔編集
へんしゅう

後記
こう き

〕 

起
お

こりました。

台風
たいふう

による甚大
じんだい

な被害
ひが い

・中越
ちゅうえつ

地震
じし ん

・スマトラ沖
お

1月
がつ

17日
にち

は震災
しんさい

10年
ねん

です。この新年号
しんねんごう

は巻頭
かんとう

ページと 8

ペ ジに写真
しゃしん

（広島
ひろしま

原爆
げんばく

記念
きね ん

公園
こうえん

の原爆
げんばく

ドームと同
どう

公
こう

園内
えんない

にあ

る
かん

慰霊
いれ い

碑
ひ

）を配
はい

しました。世界中
せかいじゅう

がみんなで助
たす

け

合
あ なん こ おも

つく

ん

ねが

昨年 11月 28日に「佐古田幹子作 ャラリー藤」で開かれました。 

幹子さんの１周忌にあたるものとして彼女が遺した や版画、写真の一部がご家族の方によって公開され

連続でした。 

純粋で豊か

ためて感じさせるものでした。と同時に「私はいつもここにいるわよ」と

語りかけられているような気がしました。まだまだ多くの作品があり、今年

も 11月に作品展を予定されていると聞いています。また「新しい幹子さん」

に会えると、今から楽しみにしています。 

絵画や版画・デッサン・写真を詩とともに収めた素敵な作品集を作られて、

その売上金を幹子さんが関わっていた日本語ボランティアのグループに寄

付してくださるとのお話を伺っておりました。12月 19日、クリスマスパー

ティーで賑わっていた頃、ご主人佐古田三郎氏が「にほんごひろば岡本」に

30万円のご寄付と、ご夫婦の思い出の地ニュ

た。 

どうすればそのお志を生かせるか、皆さんとともに考えたいと思っております。 

静かな佇まいの写真は、ひろばで私たちを見守り、励ましてくれるものになるでしょう。 

幹子さん！躓き、迷い、くじけそうになった時、私はあなたに語り続けたいのです。いつまで

！（西村佳子） 
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昨年
さくねん

は本当
ほんとう

にいろんな悲
かな

しいことが世界中
せかいじゅう

で
き

巨大
きょだい

地震
じし ん

等々
とうとう

。

折
お

りしも

ー

韓国人
こくじん

犠牲者
ぎせいしゃ

の

い困難
こん

を乗
の

り越えていけたらとの思いでいっぱいです。2ペー

ジのカリグラフィーは坂本
さかもと

喬子
きょうこ

さんに作っていただきました。

これからも皆
みな

さんに助
たす

けていただきながら楽
たの

しい誌面
しめ

づくりを

していきますので、ご協 力
きょうりょく

よろしくお願いします。（Ｉ・Ｍ） 
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